
　令和３年度 特別支援学校寄贈物品　使用状況報告書　【1年目】

Ｐ Ｔ Ａ名

　視覚障害 　　聴覚障害 　知的障害 　肢体不自由 　　　病弱

設　置　部 　幼稚部 　小学部 　中学部 　高等部

全校児童･生徒数

1．使用状況

寄贈物品名

使用学年及び人数

使用頻度

　　　使用状況

　物品の使用による
　変化や効果

今後の活用の
見通しや課題

　　その他
　　希望や所感など

静岡県立浜松聾学校ＰＴＡ

学　校　名
静岡県立浜松聴覚特別支援学校

43人

中学部全学年（17人）

電子黒板（昇降スタンド付）

毎日

＜各教科での授業で活用＞
① 資料の拡大表示
・社会科の授業では、デジタル教科書を電子黒板に投影し、視覚的支援を行い

ながら授業を展開。
・数学科や技術科の授業では、グラフや図形、プログラミングの方法・手順等を
表示 し、タッチペンでポイントや解説を書き込む等して授業を展開。

② インターネット活用
インターネットで必要な情報を収集し、電子黒板に表示。対話と思考の手掛
かりとする。

③ 情報や思考の共有
１人１台タブレットを併用し、生徒の意見や考えを電子黒板に一覧として表示。
授業を展開。

①-A デジタル教科書を電子黒板に投影しての授業展開では、写真や資料、グラフ
等と照らし合わせることで、生徒のよりよい理解に繋がっている。
数学科のグラフや図形の表示、技術科のプログラミング方法・手順の表示では、 
直接電子黒板にポイントや解き方、手順等を書き込むことができるため、生徒に
とって視覚的にも分かりやすいように思う。また、図形やグラフ等、瞬時に表示・切り
替えができるため、時間の短縮となり、効率よい、効果的な指導に繋げられている。
②-B 生徒から出た疑問点、詳細情報等について、インターネットを活用し、その場
で調べ、その場で解決することができている。生徒の興味関心を高められるととも
に、「知りたい」「調べたい」という意欲の向上、自分で問題解決をする力の向上に
繋がっている。
③ 生徒の意見や生徒が調べた情報を、タブレットを通して電子黒板に表示すること
で、視覚的に生徒の考えや思考、情報を確認することができ、生徒の考えや情報の
共有に繋げられている。

＜電子黒板機能の理解と効果的活用＞
・現在、視覚的支援による授業、指導の充実が主な活用目的となっている。電子
  黒板の様々な機能を理解し、より効果的な活用方法を探っていく必要がある。
  また、他のICT機器と併用した活用を進め、さらに、生徒たちの教育活動が充実
  したものとなるよう校内研修等を通して、活用の幅を拡げていきたい。



　

　　①インターネット検索 　②タブレットによる「意見・考え方の共有」

      「情報共有」

２．活用の様子

＜各教科での活用事例＞

　【社会科　～デジタル教科書　資料の拡大表示～】

【数学科　～電子黒板を活用した練習問題・解説～】

【技術科　～タブレットを併用したプログラミング学習～】

【その他　①インターネット検索　　②タブレットによる「意見・考え方の共有」「情報共有」】
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